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2．故緒の均一・踵

木．抑敗で悠問い均・に楢神一十もことか出来たか機叱・ノ）什

能或は故相の方法から想定しての聞越点は捕縄巌と吐出

能力，噂周との幽係を充iJ、に考慮しながら・予定面横内に

均一に歩行散痛しなければならなレ．又勤刀型での畦畔

散描法においては水田の甲央部が薄格になカ易い傾向に

あるので散布作業動作に特に注意が選ましい．い一㌢れも

致揃の均一度は散布者の歩行崖匿．吐出壷の調節，作業

動作．気象魂件等K相関して均一性が保たれる．しかも

感に上る作業動作が加わるので比等の諸条件を考慮して

の散布者の熱練が必要である．

3．種籾の移動

濯水直格の方法であカ浮塵通子はまったく見られない

が．土壌が軟か過ぎると種籾が埋没し叉本試験田は極端
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な痛水田で地肌の一一部分に地割を生じた個所が風波に工

少種籾が剖目に移劫した結果からして播種時の土壌の硬

軟は種籾の埋没しなレり卦匿の硬さなら痛種に対しての速

成匿と推定される．

も　作業時嘲

縄子の補充を含まない散布作業時間は入力型で7分／

ma功刀型で14分／108で三助力型の方が作美能率が低い

結果となったが始めての式旗でもあわ吐出宜を少くして

の′実験で功刀型では慮大吐出壇2鴎／分の能力があわ，

10入り／108の播種量であれば8分で播種作業が可能の計

算となる．実験時の風速粂件からして両機種共にヘリコ

プターK上る惑水直橋の様に風速東件により作業が不能

となることが極めて少hものと思われる．

限界地帯における乾田直播栽培の潅水時期について

山［り弔夫・石山六郎・斎藤正一

（秋　m　爪畏武）

1　ま　え　が　き

今迄各地の試験研究結果から日本海岸では秋田県が乾

田直揺栽培の限界地帯とされている．秋田農式での湛水

・乾田両直満載培試験の結果から，乾田直播栽培は湛水

直楕栽培に比べて，初期生育が劣って生育量が′J、さく，

収室はかな少劣る場合が多い．叉出穂・成熟もおくれる

ことがみられている・この上うに初期生育の劣る乾田直

播栽培で，濯水を早めて初期生育をよくする目的で，洒

試　験　区　一　覧

水時期について昭和37年から試験したので主に鞄年鑑の

結果から報告する・

2　　試　験　方　法

秋田県で乾田直播栽培の播種適期は5月10日頓であ

るが．当初の試験が雀害等の障害が大きくて追試験をし

たものである．又潜水時の追肥はこれ迄の試験結果から

必要であるが，特に濯永時期だけを倹討する意味でこの

試験では基肥だけにした・
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3　試験結果及び考察

1．地温並びにE h6の変化について

地温の測定位置は種籾のある処つま少乾田区は地下約

3仰，直後潜水区は地表を削定した・Eh6は土壌の垣

く表面は隙いて4－5mの深さを測定した。

地温の測定結果は図で見られる様に半句別平均地温で，

直炭濯水区が竜田区上少高目に経過し，最高地温で2－

㌢C，又最低地温で僅かに高く経過した．又時刻別地温

経過図に晴天と雨天の両日の経過を図示したが，直後濯

水区が．両日共に高く特に天気のよい日中にその差が大

幸い．この様に乾田状態を長く続けるエ少も早期に濯水

l湛水）するのが，水に上る保温効果があ少温度的には

有利である．

Eh6は隣接する普通代かさした移植水田と比較し乍

ら測定した．図Eh6の変化に見られる倭に，移植区に

比べて直後湛水でも高く樫過し代かきしないだけでEh

6の高いことが見られ，更に乾田条件では届く経過する，

又直後濯水区で湛水後4－5日で息敵を低下がみられそ

の後はゆるやかに低下する・
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2．水稲の生育経過

n）が当首立教の樫過について

播種後苗立教を調査しその結果は．図が当首立教の経

過で見られる様托，播種直後潅水①は初期の首立教は他

の各区上少多いが増加が見られず，苗立歩合は仙界程匿

で低い．これは区間差もあって常に湛水された区は加痴

内外の市立歩合であったが，湛水排水が繰力返された区

は伽％内外にな少この点については庚K検討する必要が

ある．他の各区の苗立教の経過には二大差なく市立歩合も

大体65～70％である．同岡で②の萌芽期供水で渚水後も

萌立教の増加があることから．芽が地上に氾るか又は地

下にあっても動き日日ノていれは萌芽には大きい陣卸はな

いものと推察された．

⑦　垂教の経過について

面積当少の茎数及び機敏は，図桝℡当垂教に見られる様

に，①の直後潜水区吐首立政の不足から7月4日の垂政

は最も劣るが，その後息に増加して有効茎歩合は¶多で

他の各区よカヤゝ高レh他の各区は潅水時の早い程茎数

が多く経過し穣故も多い・

4　　む　ナ　ぴ

これ迄の各回は昭和租年鑑の試験結果であるが，訂年

生の結果は播種直後彊水区を除いて吐潅水時期の早い程

生育量が大きく，収量も多く租年の結果と同じ傾向で，

たゞ播種直後濯水区が湛水をつゞけたために発芽が非常

に不良で試験を打切っている．又弛年には県内で最も暖

h本荘市で同じ濯水時朋について基肥の多少．追肥の有

無等の武験を行ったが，その結果濯水時期の早い程ワヲ

重は大きいが，首イモチ病が多く玄米重では逆に少ない

傾向であった・

以上の結果から限界地常とされている秋田県での乾田

直体の濯水時朋吐，早い時期に潅水した方が，水に上る

既l　二草丈の増加について

図草丈の増加に見られる様に，長文の増加傾向は濯水

時期の早い程大きく，成熟時の梓長＋穏長も潜水時期の

早いもの程長くなっている．

紬　その他出穂朝は播種直後瀬水区は首立教・室数

の不足などからか，　ヤゝ出来すぎの傾向で，やゝ封く

れるが，他の各区吐濯水時期の早い程出穂の封くれが少

なく，萌芽朋・播種直後・萌芽欄・5棄期の備に出穂が

封くれた・又葉色は潅水がかくれる程淡色で，礎水時刷

の早い直後潅水及び瀦芽朋潜水区は，成熟時にも追肥を

必要としない程匿の葉色であった．

β）収穫物調査結果について

ワラ爪では直後潜水区と萌芽朋潜水区は多く，萌芽揃

濯水区と5発現濯水区は少ない・又玄米重吐直後濯水区

が亜町内外でこの試験内では多く，5稟期濯水は30Kク内

外で屋も少ない．要するに潜水時期の早い福生青畳が大き

く玄米主も多い傾向である・枇＋冊米産は潅水の早い程

多い傾向がみられるが大差はない．

（
■
▲
■
亀
・
▲
）

l■■〉　外　　界　：K

（
l
・
l
t
サ
上

■

　

　

　

　

■

。
舶
r
訊

●　　　　　●
■鵡　　　■ミl

雷　　　†

鼻上　　嶋九

保温効果がみられ．海狂的には有利で初胡生育を促進し

生育量を増すと考えられるので，今後実用化につhて更

K検討する予定であわ，又播種直後潅水のいわゆる折衷

直積栽培は首立ちの安定方法を更に検討する予定である．


